
 

 

 

 

 

姿勢保持は筋力低下やバランス不良だけではありません。身体機能だけでなく認知機能や知覚機能も

大切な構成要素です。 

シーティングを筋力やバランスなどの従来からの目線ではなく、姿勢に関する脳の理解や解釈といっ

た身体図式やフィードバック、フィードフォワードまで包含する医学的なシーティングです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～シーティングをポジショニングから行なう姿勢制御アプローチ～ 

みなさんは、シーティングやフィッティングを行なっていて、どうしても座ることが難しい症例や 

利用者と出会った事はないでしょうか。（関節拘縮が重度、傾きが強い、プッシャー現象、高次脳 

機能障害等の障害） 

そんな時に座位という姿勢からアプローチするのではなく、『臥位姿勢から過緊張や低緊張の異常 

姿勢筋緊張をポジショニングによりコントロールし、座るための準備状態を整えてから座位姿勢や 

動作を引き出していく』という方法があります。これが「ポジショニング To シーティング」アプロ

ーチです。 

このアプローチは、高価な車椅子やシーティングシステムのようなモノに頼るのではく、ヒトの側 

から座る能力を再獲得しようという、身体に対して前向きで全く新しいシーティング技術です。 

 

 

Zoomを使用したオンラインセミナーです 

•日時 2022年5月21日（土） 10:00～13:00   

 参加費  5980円 

•申込 https://www.meducation.jp/seminar/detail.php?id=37646     

 お問い合わせ 日本ユニバーサル リハビリテーション協会  

         TEL 042-208-0102     

         URL https://universalreha.com/ 

オンライン【ユニリハ】 

ポジショニング To シーティング理論編

 


